
情報科学Ⅰ

看護学科

1 PC室の利用方法・PCの利用と操作方法 26

2 PC基本操作、効率の良い文字入力 27

3 【Word】基本操作 28

4 【Word】ビジネス文書作成 29

5 　　〃 30

6 【Word】グラフィック機能 31

7 課題 32

8 【Word】表のある文書の作成 33

9 課題 34

10 【Excel】基本操作 35

11 【Excel】入力と編集 36

12 【Excel】数式と関数 37

13 　　〃 38

14 【Excel】グラフ機能 39

15 【Excel】データベース機能 40

16 【PowerPoint】プレゼンテーション作成 41

17 　　〃 42

18 【PowerPoint】スライドショー機能 43

19 【PowerPoint】アニメーション機能 44

20 【PowerPoint】ビデオ作成 45

21 【Excel・Word】データ連携 46

22 【Excel・Word】差し込み印刷 47

23 　　〃 48

24 【Word・PowerPoint】データ連携 49

25 【インターネットと電子メール】 50

パソコンを使用した実習

よくわかるWord2016& Excel2016& PowerPoint2016（FOM出版）

○

　　〃

授
業
の
計
画

授業科目

開講学科等

授業の目的
・テーマ

授業の
到達目標

単位／時間

担当教員

まとめ課題

1／30時間

大黒　佐智男

パソコンの基本操作、文書作成ソフトWord、表計算ソフトExcel、プレゼンテーションソフ
トPowerPointの基礎やアプリ間の連携を学ぶ。またインターネットや電子メールの活用方
を学ぶ。

社会で必要とされるパソコンスキルを身につけ、Word・Excel・PowerPointを効果的に使え
る実務力をつける。インターネットや電子メールのビジネスマナーを理解し、実務的に活
用する。

【インターネットと電子メール】

　　〃

　　〃

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

テキスト・筆記用具持参

高等学校での情報処理に関する知識やパソコン等の利用技術についての授業を活かして、
分かり易く個々のスキルアップに繋げる。

民間企業、県立高等学校

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

試験、提出課題、授業態度、出席率



情報科学Ⅱ

看護学科

1 情報リテラシーについて 26

2 　　〃 27

3 情報の管理の仕方 28

4 　　〃 29

5 情報管理の実際 30

6 　　〃 31

7 　　〃 32

8 　　〃 33

9 　　〃 34

10 電子カルテの取り扱い 35

11 　　〃 36

12 　　〃 37

13 個人情報の取り扱いの実際 38

14 　〃 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

○

授業科目 単位／時間 1／15 時間

開講学科等 担当教員 尾崎　孝彦

授業の目的
・テーマ

医療・看護の中でも、今後発展して取り入れられるであろう、情報通信技術（ICT）の活用をす
るための基礎的能力を養う。

授業の
到達目標

情報リテラシーについて理解でき、通信技術を用いて管理と適切な使用の仕方を習得でき
る。

授
業
の
計
画

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

テキスト・筆記用具持参

パソコン・タブレットの使用あり

看護情報学（医学書院）テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

提出課題、授業態度、出席率

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

授業の方法



国語表現

看護学科

1 看護と文体 26

2 わかりやすく簡潔な表現 27

3 段落の構造と条件 28

4 トピック・センテンス：第1文に置く 29

5 展開部：トピック・センテンスの内容を述べる 30

6 段落の立て方 31

7 段落の長さ 32

8 段落の連結 33

9 事実とは何か　意見とは何か 34

10 事実の記述　意見の記述 35

11 事実と意見をかき分けるための心得 36

12 説得力のある文章 37

13 文の前半と後半をかみ合わせる 38

14 どこにもつながらない言葉は書かない 39

15 述語の共用は慎重に 40

16 「に」　を正しく使う 41

17 「を」　を正しく使う 42

18 「で」　と　「の」　の混入を避ける 43

19 必要な助詞を省かない 44

20 列挙するときは、品詞をそろえる 45

21 話し言葉の影響を避ける 46

22 主語と述語、修飾語と被修飾語は近づける 47

23 漢字について 48

24 読点　「、」　は意味の切れ目に打つ 49

25 発表する　　　主語は何かを頭に入れる 50

評価の方法
や基準

授業中の提出課題評価・作成文章の評価・試験・小テスト

実務経験

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

市販の原稿用紙（400字詰め）１冊　（毎時間テキストと共に必携）

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

テキスト/参考文献 看護師のための文章ノート（日本看護協会出版会）

授業の方法 講義

１／３０時間

生田　和恵

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の目的
・テーマ

学習のまとめ

発表時間はどのくらいあるのかを確認する

試験

発表原稿をつくる

専門学校の看護学科の学生は修学中の３年間に、各種の医療機関や施設において、多くの実習時間をこな
す必要がある。その間は毎日、日誌・記録を書かなければならない。その際に書かれた文は、誰が読んで
も正確で、要点が速やかに理解できる文章であることが肝要である。これは就職後も当然、現場で日々求
められるものである。　物語や作文ではなく、必要な事実を正確に要領よく且つ、分かりやすい文章でど
う表現するかという技術を身につけさせる。

発表を聴くのはどのようなひとびとかを確認する

授業の
到達目標

１、文章を書く上でのルールを習得すること。
２、論理的で明瞭な文章力を養うこと。
３、敬語を用いた文章を書けるようにすること。



レポート実践

看護学科

1 レポートの書き方　　　　　　　（笹岡） 26

2 27

3 ケーススタディの書き方　　（笹岡） 28

4 29

5 レポート実践　　　（看護学科教員） 30

6 　〃 31

7 　〃 32

8 　〃 33

9 　〃 34

10 　〃 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 　〃 38

14 　〃 39

15 　〃 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 笹岡　晴香　他

授業の目的
・テーマ

自身の学びを記述の基本を守り、表現できる。

授業の
到達目標

基礎看護学実習を通しての学びを焦点をあて、レポートの基準を守り、記述することが出
来る。

授
業
の
計
画

授業の方法 講義/個人ワーク

テキスト/参考文献 看護学生のためのレポート書き方教室

履修上の
注意事項

評価の方法
や基準

授業中の提出課題評価・最終作成文章の評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方



教育学

看護学科

1 オリエンテーション 26

2 教育とは・教育の目的とは 27

3 近代教育の問題点（１）いじめ① 28

4 近代教育の問題点（１）いじめ② 29

5 近代教育の問題点（２）不登校① 30

6 近代教育の問題点（２）不登校② 31

7 近代教育の問題点（３）学級崩壊① 32

8 近代教育の問題点（３）学級崩壊② 33

9 近代教育の問題点（４）家庭教育① 34

10 近代教育の問題点（４）家庭教育② 35

11 近代教育の問題点（５）道徳教育① 36

12 近代教育の問題点（５）道徳教育② 37

13 近代教育思想の形成（１）ルソー① 38

14 近代教育思想の形成（１）ルソー② 39

15 近代教育思想の形成（２）ペスタロッチ① 40

16 近代教育思想の形成（２）ペスタロッチ② 41

17 近代教育思想の形成（３）ヘルバルト① 42

18 近代教育思想の形成（３）ヘルバルト② 43

19 近代教育思想の制度化（１）海外の制度① 44

20 近代教育思想の制度化（１）海外の制度② 45

21 近代教育思想の制度化（２）日本の制度① 46

22 近代教育思想の制度化（２）日本の制度② 47

23 近代教育の超克（１）デューイ① 48

24 近代教育の超克（１）デューイ② 49

25 近代教育の超克（２）モンテッソーリ① 50

出席状況、授業態度（ディスカッション）、筆記試験を総合的に評価する。

授業の方法 講義を中心に行い、ディスカッションを行うこともある。

履修上の
注意事項

「評価の方法や基準」欄を参照すること。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

評価の方法
や基準

テキスト/参考文献 『新初等教育原理』（福村出版）／『新教育原理・教師論』（福村出版）

授業科目

開講学科等 担当教員

授業の
到達目標

教育学に係る基本的知識を習得し、それらを活用して考える力を涵養する。

授業の目的
・テーマ

教育学の基本的な知識と考え方を習得し、さらに自ら考える力を修得することを目指
す。

１／３０時間単位／時間

岡谷 英明

授
業
の
計
画

近代教育の超克（３）シュタイナー②

試験

試験

近代教育の超克（２）モンテッソーリ②

近代教育の超克（３）シュタイナー①



　心理学

　看護学科

1 （第1章）心理学とは 26

2 対人援助と心理学 27

3 心理学の歴史　心理学の研究方法 28

4 （第2章）感覚と知覚 29

5 外界を理解する心のはたらき 30

6 感覚のしくみとはたらき／近くのしくみと働き 31

7 （第3章）記憶　記憶のメカニズム 32

8 感覚・短期記憶と作業記憶 33

9 長期記憶と忘却 34

10 （第4章）思考・言語・知能 35

11 思考　言語とコミュニケーション　知能 36

12 （第5章）学習とは　古典的条件つけ 37

13 オペラント条件つけと学習の理論 38

14 社会的学習と効果的な学習方法 39

15 （第6章）感情と動機づけ 40

16 感情の諸相　感情のメカニズム 41

17 動機づけ　動機づけの理論 42

18 （第7章）性格とパーソナリティ 43

19 性格とは　性格の理論　性格の測定 44

20 （第8章）社会と集団 45

21 社会的認知　態度と説得的コミュニケーション 46

22 対人関係と対人魅力　集団とリーダーシップ47

23 （第9章）発達 48

24 発達とは　乳幼児の発達　

25 児童・青年の発達　成人・高齢者の発達

　　講義形式

　看護学生のための心理学（医学書院）/必要に応じて紹介する予定

　出席状況、授業態度、レポート、筆記試験により総合的に評価する

「評価の方法や基準」欄を参照すること。

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 古口 高志

授業の目的
・テーマ

　医療看護の基礎として心理学に関する基礎的知識や技能を習得し、看護に必要な人間理解や
対人援助の実際を学ぶ

授業の
到達目標

　心理学に関する基礎的知識や技能を確実に身に付け、日常生活における人間理解（自己理解
や他者理解）や看護における対人援助の方法を習得する。

授
業
の
計
画

（第10章）心理臨床

心理臨床と臨床心理学　心の適応と不適応

（第11章）医療・看護と心理

試験

履修上の
注意事項

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

　〃



倫理学

看護学科1年

1
序章「現代社会と自己への道」：倫理学とは？、1自
己の発見、2他者との出会い

18

2
序章3社会に生きる自己、4人生の意味を求めて（職
業倫理）

19

第１章「思索の源流」１哲学と思索
①哲学とは何か

20

②古代ギリシアの思想　ソクラテス：善く生きるこ
と 21

4
1の②古代ギリシアの思想　プラトン：理想を求め
て、アリストテレス：幸福と習慣

22

5
1の③ヘレニズムの思想　２宗教と祈り　①宗教とは
何か

23

6 2の②キリスト教 24

7 2の③キリスト教の発展、④イスラーム教 25

8 2の⑤仏教、⑥大乗仏教の展開 26

第２章「西洋の近代思想」１人間の尊厳
①ルネサンスと近代的人間像、

27

②宗教改革と信仰の心、③モラリストの人間観察
28

10
2近代科学の考え方①近代科学の誕生
②経験論と合理論

29

11 ４近代の理性的な人間像①カントと人格の尊厳 30

12
４の②ヘーゲルと精神の発展
５人間と働くこと①社会主義の思想

31

32

33

14
４章「現代の倫理的課題」１科学技術の発展と生命
④脳死と臓器移植、⑤安楽死と尊厳死、ターミナル
ケア

34

15 試験 35

16 36

17 37

　　　　○

履修上の
注意事項

①教科書、講義レジュメ、ノート、配付資料は毎時間持参して下さい。②グーグルクラスルー
ムを活用します。毎回講義の出席確認と振り返り、必要に応じて、講義レジュメ、レポート、
確認問題等の様式送付や週の間に連絡事項がある場合にも送らせてもらいます。またレポート
も頻繁に出してもらいます。

3

9

評価の方法
や基準

レポート50％、試験50％

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験
高知県立高等学校社会科教員（倫理、現代社会、政治･経済、日本史、世界史、地理）、
徳島文理大学教員（倫理学、教職科目）

実務経験の
活かし方

過去の思想を、身近な事例や社会的出来事、自分自身に当てはめて考え、自己の生き方や実生
活に生かせることができるよう、指導、支援を行う。

授業の方法 一斉講義形式

テキスト/参考文献 小寺聡編『もういちど読む山川倫理』山川出版1500円＋税

13

6幸福と創造的知性①功利主義と幸福の追求、７真実
の自己を求めて①実存としての自己、②現代の実存
主義

授業の目的
・テーマ

①古代から現代までの倫理思想を学び、自己の存在意義や人生の意味について考え、より良い社会、
人生の実現のために努めることができるようになる。②現代社会の諸問題について、倫理的見地から
考察し、日常生活や職場で正しい判断ができるようになる。

授業の
到達目標

①ギリシア哲学から近代哲学までの西洋思想の流れを理解する。②宗教の意義、三大宗教の教
義の内容を理解することができる。②過去の倫理思想を手がかりとして、自己の人生の意味を
考え、社会や人々の幸福の実現のために努める生き方ができるようになる。③現代社会におい
て、政治、経済、社会（福祉、教育、医療等）の分野の諸問題について、倫理的見地から考察
し、正しい判断ができ、自己のより良い生き方や社会のあり方を目指すことができるようにな
る。

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 佐藤　章



人体の構造と機能Ⅰ

看護学科

1 解剖生理学のための基礎知識　(第１章） 26

2 　　　　〃 27

3 　　　　〃 28

4 　　　　〃 29

5 身体の支持と運動　(第7章） 30

6 　　　　〃 31

7 　　　　〃 32

8 　　　　〃 33

9 　　　　〃 34

10 　　　　〃 35

11 栄養の消化と吸収　(第2章） 36

12 　　　　〃 37

13 　　　　〃 38

14 　　　　〃 39

15 　　　　〃 40

16 　　　　〃 41

17 呼吸と血液のはたらき　(第3章） 42

18 　　　　〃 43

19 　　　　〃 44

20 　　　　〃 45

21 　　　　〃 46

22 　　　　〃 47

23 血液の循環とその調整　(第4章） 48

24 　　　　〃 49

25 　　　　〃 50

履修上の
注意事項

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

評価の方法
や基準

実務経験

講義

筆記試験等総合評価

テキスト/参考文献

授業の方法

人体の構造と機能〔1〕解剖生理学（医学書院）解いてわかる解剖生理学（医学教育出版社）/
１.ぜんぶわかる人体解剖図（成美堂出版）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

体液の調整と尿の生成　(第5章）

　　　〃

情報の受容と処理　(第8章）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

内臓機能の調節　(第6章）

授業の目的
・テーマ

授業の
到達目標

授業科目

開講学科等

　　　〃

　　　〃

２／６０時間

田口 尚弘担当教員

単位／時間

人体の構成・形態と構造を系統的に理解する。

人体の構成・形態と構造を系統的に理解できる。

授
業
の
計
画

　　　〃

　　　〃

　　　〃



人体の構造と機能Ⅰ

看護学科

1 身体機能の防御と適応　(第9章） 26

2 　　　　〃 27

3 　　　　〃 28

4 　　　　〃 29

5 生殖・発生と老化のしくみ　(第10章） 30

6 　　　　〃 31

7 　　　　〃 32

8 　　　　〃 33

9 まとめ 34

10 試験 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の目的
・テーマ

授業の
到達目標

２／６０時間

田口 尚弘

人体の構成・形態と構造を系統的に理解できる。

人体の構成・形態と構造を系統的に理解する。

テキスト/参考文献

授業の方法 講義

履修上の
注意事項

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

人体の構造と機能〔1〕解剖生理学（医学書院）解いてわかる解剖生理学（医学教育出版社）／
１.ぜんぶわかる人体解剖図（成美堂出版）

実務経験

実務経験の
活かし方

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価



人体の構造と機能Ⅱ

看護学科

1 オリエンテーション 26

2 1. 基礎　　　[1] 人体の階層性 27

3 　　　　　　 [2] 細胞の働き 28

4 　　　　　　　　 　〃 29

5 　　　　　　　　 　〃 30

6 　　　　　　 [3] 体液 31

7 　　　　　　　　 　〃 32

8 　　　　　　　　　 〃 33

9 　　　　　　 [4] 栄養と代謝 34

10 　　　　　　　　　 〃 35

11 36

12 37

13 2. 消化器系　[1] 咀嚼 38

14 　　　　　　 [2] 嚥下 39

15 　　　　　　　　 　〃 40

16 　　　　　　 [3] 胃の働き 41

17 　　　　　　　　 　〃 42

18 　　　　　　 [4] 小腸の働き 43

19 　　　　　　　　 　〃 44

20 　　　　　　　　 　〃 45

21 　　　　　　　　　 〃 46

22 　　　　　　 [5] 栄養素と水の吸収 47

23 　　　　　　　　　 〃 48

24 49

25 50

　　　　　         〃

　　　　　　　　　 〃

　　　　　         〃

4. 循環器系　[1] 心臓の拍動

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　 [3] 血圧の調節

担当教員

単位／時間

授業の
到達目標

・学生が人体の生理学を他の学生に分かりやすく説明できる。
・学生が疾患の成り立ち、臨床検査法や看護技術の一端を生理学を使って理解できる。

２／６０時間

村田　芳博

授業の目的
・テーマ

・生命維持に欠かせない人体の正常な働きとその仕組み（生理学）を学修する。
・正常な働きが破綻した状態（疾患）、臨床検査法や看護技術を理解する基礎を養う。

授業科目

開講学科等

テキスト/参考文献

授業の方法

授
業
の
計
画

3. 呼吸器系　[1] 息をする仕組み

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　 [3] 呼吸運動の調節

解剖生理学（系統看護学講座）：医学書院 

1. 講義：対面＋オンライン（オンデマンド配信）　2. チーム基盤型学習（TBL）

　　　　　         〃

単元テスト ②（TBL） 単元テスト ④（TBL）

　　　　　         〃

　　　　　　 [4] 末梢組織の物質交換

　　　　　　　　　 〃

履修上の
注意事項

初回に配布される学修ガイドブックを参照してください。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

評価の方法
や基準

実務経験

単元テスト①～⑤の成績：総合評点（100点）＝個人戦30%＋団体戦50%＋応用課題20%
　　　　　　　　　　　　　　※この式で総合評点が60点未満の場合、筆記による再試験を実施。

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　 [2] ガスの交換と運搬

単元テスト ①（TBL） 単元テスト ③（TBL）

　　　　　　 [2] 血圧

　　　　　　　　　 〃

　　　　　　 [4] 血液



人体の構造と機能Ⅱ

看護学科

1 5. 泌尿器系　[1] 腎臓の働き 26

2 　　　　　         〃 27

3 　　　　　         〃 28

4 　　　　　         〃 29

5 　　　　　　 [2] 人体の水分出納 30

6 　　　　　         〃 31

7 　　　　　　 [3] 酸塩基平衡 32

8 　　　　　         〃 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間 ２／６０時間

村田　芳博

授業の方法

授業の目的
・テーマ

評価の方法
や基準

テキスト/参考文献

履修上の
注意事項

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

実務経験

授業の
到達目標

授
業
の
計
画

単元テスト ⑤（TBL）



疾病理解と看護学的視点

看護学科

1 患者の理解と看護過程について（井上） 26 　〃

2 　〃　アセスメントの仕方(浮腫)　　 27

3 循環器疾患の病態とその看護（井上） 28 　〃

4 　〃 29 　〃

5 ワーク（学内教員） 30 　〃

6 ▲事前学習（特活：疾患学習,情報収集項目,情報整理） 31

7 ①慢性心不全患者の分析・解釈 32

8 ②関連図を作成 33

9 ③看護の焦点（看護問題の明確化） 34

10 ④看護計画立案　 35

11 36

12 37

13 脳血管障害疾患の病態とその看護（山﨑）38

14 　〃　　　　　　　　　　　　　　　 39

15 　〃　　　　　　　　　　　　　　　 40

16 　〃 41

17 ワーク（学内教員） 42

18 ▲事前学習（特活：疾患学習,情報収集項目,情報整理） 43

19 ①脳血管障害患者の分析・解釈 44

20 ②関連図を作成 45

21 ③看護の焦点（看護問題の明確化） 46

22 ④看護計画立案　 47

23 発表（脳梗塞）（山崎・学内教員） 48

24 　〃 49

25 　〃 50

評価の方法
や基準

テキスト/参考文献

授
業
の
計
画

授業の方法 講義　グループワーク

人体の構造と機能〔1〕　解剖生理学　（医学書院）／１．ぜんぶわかる人体解剖図（成美
堂出版）　脳・神経（医学書院）　循環器（医学書院）

アセスメント・計画、発表等総合評価

履修上の
注意事項

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

実務経験

１／３０時間

井上 和代・山﨑 皓太
他

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の目的
・テーマ

看護過程・臨床判断能力の育成に向けて、専門基礎科目を活用し、疾患を持つ患者に
添った看護をアセスメントできる能力を養う。

授業の
到達目標

病態の理解とその観察点をあげ、アセスメントし、適切な看護を考えることができる。

発表（慢性心不全）（井上・学内教員）



臨床放射線・検査

看護学科

1 放射線医学のなりたちと意義 26

2 放射線による障害と防護 27

3 画像診断 28

4 X線診断 29

5 CT　MRI　超音波検査 30

6 IVR・血管造影 31

7 放射線治療総論 32

8 放射線治療各論 33

9 放射線治療と看護 34

10 核医学検査 35

11 臨床検査の基礎　臨床検査とその役割 36

12 臨床検査の流れと看護師の役割 37

13 一般検査　尿検査　便検査　など 38

14 血液学的検査　赤血球沈降速度　血球検査 39

15 　出血・凝固検査　溶血性貧血検査　骨髄検査 40

16 化学検査 41

17 　血清タンパク質　血清酵素　糖代謝　脂質代謝 42

18 　胆汁排泄関連物質　窒素化合物　骨代謝関連　腎機能検査　 43

19 　水・電解室　血液ガス分析　鉄代謝関連　など 44

20 免疫・血清学的検査　炎症マーカー 45

21 　液性免疫　血球細胞表面マーカー　自己抗体 46

22 　アレルギー　免疫学的妊娠反応　腫瘍マーカー　輸血に関する検査 47

23 内分泌学的検査 48

24 微生物学的検査 49

25 病理学的検査 50

生体検査

テキスト/参考文献 臨床検査・臨床放射線医学（医学書院）

履修上の
注意事項

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

授業の方法 講義

授業の目的
・テーマ

看護の視点の活用に向けて、放射線を用いた診断や治療、生体に対する検査を理解する。

授業の
到達目標

放射線を用いた診断や治療、生体に対する検査を理解する。

授
業
の
計
画

生体検査

　〃

試験

〃

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 巴　昭彦・徳弘　慎治　他



栄養学

看護学科

1 人間栄養学と看護　　　　　　 (西岡) 26

2 人間栄養学と看護 27

3 人間栄養学と看護 28

4 栄養素の種類とはたらき　糖質 29

5 栄養素の種類とはたらき　脂質 30

6 栄養素の種類とはたらき　たんぱく質 31

7 栄養素の種類とはたらき　ビタミン 32

8 栄養素の種類とはたらき　ミネラル 33

9 栄養素の種類とはたらき　食物繊維・水 34

10 栄養素の消化・吸収 35

11 栄養素の消化・吸収 36

12 エネルギーの代謝 37

13 栄養素の代謝 38

14 栄養ケア・マネジメント 39

15 試験 40

16 栄養状態の評価・判定　　　　　(大坪) 41

17 ライフステージと栄養　乳児期・幼児期 42

18
ライフステージと栄養　学童期・思春期
青年期

43

19 ライフステージと栄養　成人期 44

20 ライフステージと栄養　妊娠期・授乳期 45

21 ライフステージと栄養　更年期・高齢期 46

22 臨床栄養　　入院時食事療養 47

23 疾病別食事療法　　循環器疾患 48

24 疾病別食事療法　　消化器疾患 49

25 疾病別食事療法　　栄養・代謝疾患 50

１／３０時間

西岡　道子・大坪　豊寿

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の
到達目標

上記参照

人体の成り立ちと栄養の基礎となる生化学及び人間にとっての栄養と食事療法について
理解する。

授業の目的
・テーマ

疾病別食事療法　　腎臓病患疾

疾病別食事療法　　小児疾患その他

食事摂取基準、食生活指針、食事バランス
ガイドその他

栄養補給法

試験

授
業
の
計
画

テキスト/参考文献
人体の構造と機能〔３〕栄養学（医学書院）／糖尿病治療のための食品交換表（日本糖尿病
学会編　文光堂）

授業の方法 講義

履修上の
注意事項

テキストは必ず購入する。単元ごとに小テストを行う。

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

実務経験

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方



臨床微生物

看護学科

1 微生物と微生物学 26

2 細菌の性質 27

3 真菌の性質 28

4 原虫の性質 29

5 ウイルスの性質 30

6 感染と感染症 31

7 〃 32

8 感染に対する生体防御機構 33

9 〃 34

10 感染源・感染経路からみた感染症 35

11 感染症の検査と診断 36

12 感染症の治療 37

13 〃 38

14 感染症の現状と対策 39

15 〃 40

16 病原細菌と細菌感染症 41

17 〃 42

18 〃 43

19 〃 44

20 〃 45

21 病原真菌と真菌感染症 46

22 病原原虫と原虫感染症 47

23 病原ウイルスとウイルス感染症 48

24 〃 49

25 〃 50

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 日高　千晴

授業の目的
・テーマ

微生物の特徴を理解し、引き起こされる疾患とその防御について理解する。

授業の
到達目標

上記参照

授
業
の
計
画

〃

〃

〃

試験

〃

授業の方法 講義、スライド

テキスト/参考文献 疾病のなりたちと回復の促進[４]　微生物学　（医学書院）

履修上の
注意事項

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方



臨床薬理

看護学科

1 薬理学総論　（１）（２） 26

2 　〃　　　　（３）（４） 27

3 　〃　　　　（５）（６） 28

4 　〃　　　　（７） 29

5 抗感染症薬　（１）（２） 30

6 抗がん剤　　（１） 31

7 　〃　　　　（２） 32

8 免疫治療薬　（１）（２） 33

9 抗アレルギー薬・抗炎症薬（１）（２） 34

10 末梢での神経活動に作用する薬物　（１） 35

11 　〃　　　　　　　　　　　　　　（２） 36

12 　〃　　　　　　　　　　　　　　（３） 37

13 中枢神経系に作用する薬物　　　　（１） 38

14 　〃　　　　　　　　　　　（２）（３） 39

15 　〃　　　　　　　　　　　（４）（５） 40

16 心臓・血管系に作用する薬物　（１）（２） 41

17 　〃　　　　　　　　　　　　（３）（４） 42

18 　〃　　　　　　　　　　　　（５）（６） 43

19 呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 44

20 　〃　　　　　　　　　（１）（２）（３） 45

21 　〃　　　　　　　　　（４）（５） 46

22 　〃　　　　　　　　　（６）（７） 47

23 物質代謝に作用する薬物　（１） 48

24 　〃　　　　　　　　　　（２） 49

25 皮膚科用薬・眼科用薬　  （１）（２） 50

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間 １／３０時間

宮村 充彦

救急の際に使用される薬物　（１）

薬理作用の基礎知識、薬理の特徴、作用機序、人体への影響、薬物の管理、副作用につ
いて理解させる。

授業の目的
・テーマ

授業の
到達目標

授
業
の
計
画

　〃

上記参照

漢方薬　消毒薬

　〃　　　　　　　　　　　（２）

試験

履修上の
注意事項

専門用語が多いので、読み方等事前に調べておくこと。

実務経験

実務経験の
活かし方

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

講義

筆記試験等総合評価

疾病の成り立ちと回復の促進〔3〕　薬理学（医学書院）

授業の方法



病理学

看護学科　

1 病理学で学ぶこと 26

2 細胞・組織の損傷と修復 27

3 〃 28

4 免疫・移植と再生医療 29

5 感染症 30

6 循環障害 31

7 代謝障害 32

8 老化と死 33

9 先天異常と遺伝性疾患 34

10 腫瘍 35

11 〃 36

12 生活習慣と環境因子による生体の障害 37

13 〃 38

14 循環器系の疾患 39

15 〃 40

16 血液・造血器系の疾患 41

17 〃 42

18 呼吸器系の疾患 43

19 〃 44

20 消化器系の疾患 45

21 〃 46

22 腎・泌尿器、生殖器系および乳腺の疾患 47

23 内分泌系の疾患 48

24 脳・神経・筋肉系の疾患 49

25 〃 50

履修上の
注意事項

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

授業の方法 講義、スライド

テキスト/参考文献 系統看護学講座専門基礎　病理学（医学書院）　カラーで学べる病理学　（ヌーヴェルヒロカワ）

授業の目的
・テーマ

病理学は病気の本質について勉強する科目であり、どのような原因で病気がおこり、生
体にどのような変化をもたらすのか、について学習する。

授業の
到達目標

上記参照

授
業
の
計
画

骨・関節系の疾患

〃

眼・耳・皮膚の疾患

試験

〃

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 大迫　洋治



疾病と治療Ⅰ（消化器、麻酔、乳腺疾患）

看護学科

1 消化器　疾患の理解(第５章）食道の疾患　(宇都宮) 26

2 胃・十二指腸疾患 27

3 　　　〃 28

4 　　　〃 29

5 腸および腹膜疾患 30

6 　　　〃 31

7 　　　〃 32

8 　　　〃 33

9 　　　〃 34

10 試験 35

11 肝臓・胆嚢の疾患　　　　　　　(長田) 36

12 　　　〃 37

13 　　　〃 38

14 　　　〃 39

15 　　　〃 40

16 　　　〃 41

17 膵臓の疾患 42

18 急性腹症 43

19 腹部外傷 44

20 女性生殖器　疾患の理解(第５章）乳房の疾患 45

21 　　　〃 46

22 　　　〃 47

23 　　　〃 48

24 試験 49

25
臨床外科看護総論
外科的治療を支える分野(第３章）　麻酔法　(植田) 50

授業の目的
・テーマ

　　　〃

人体の消化に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解する。

筆記試験等総合評価
評価の方法

や基準

試験

１／３０時間

宇都宮　博史・長田　裕典
（消化器・乳腺）、
植田　咊佐（麻酔）

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の
到達目標

手術後の疼痛管理

上記参照

　　　〃

外科的治療を支える分野(第３章）　麻酔法

授
業
の
計
画

履修上の
注意事項

＊麻酔（臨床外科看護総論）　＊乳腺疾患（女性生殖器）

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

テキスト/参考文献
成人看護学〔5〕消化器、〔9〕女性生殖器、　臨床外科看護総論（医学書院）／必要に応じて
紹介する

講義授業の方法



疾病と治療Ⅱ（呼吸器・循環器）

看護学科

1 症状とその病態生理(第3章)自覚症状　(植田) 24

2 他覚症状 25 　　　〃

3   〃 26 疾患の理解(第5章）高血圧症・大動脈解離

4 検査と治療・処置(第4章）検査と診断の流れ 27 疾患の理解(第5章）動脈硬化症・メタボリック症候群

5   〃 28 　　　〃

6 呼吸機能検査 29 試験

7 呼吸の構造と機能(第2章）呼吸の生理 30 　　　〃

8 検査と治療・処置(第4章）検査睡眠時呼吸モニタリング 31

9 疾患の理解(第5章）感染症 32

10   　〃 33

11 間質性肺疾患 34

12 気道疾患 35

13  　 〃 36

14 肺腫瘍 37

15
循環器の構造と機能(第2章）
刺激伝導系と心電図  (高知大医師)

38

16  　 〃 39

17 症状とその病態生理(第3章）心雑音等主要症状 40

18 検査と治療(第4章）心エコー、スワンガンツカテーテル　 41

19
疾患の理解(第5章）先天性心疾患ならびに
心臓弁膜症

42

20 疾患の理解(第5章）虚血性心疾患、心筋症　 43

21   　〃 44

22 疾患の理解(第5章）心不全肺塞栓症 45

23 症状とその病態生理(第3章)　ショック 46

履修上の
注意事項

呼吸器(15時間)、循環器(15時間)

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

実務経験の
活かし方

実務経験

成人看護学[２]呼吸器、成人看護学[３]循環器　（医学書院）／必要に応じて紹介する

筆記試験等総合評価
評価の方法
や基準

テキスト/参考文献

授業の方法 講義

疾患の理解(第5章）不整脈疾患（頻脈性、徐脈性）

授業の目的
・テーマ

呼吸に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。
循環に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。

授業の
到達目標

上記参照

１／３０時間

植田　咊佐 (呼吸器)
高知大医師（循環器）

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間



疾病と治療Ⅲ （運動器・脳神経)

看護学科　

1 運動器の構造と機能(第2章)　　　(福田) 26

2 診断・検査と治療・処置(第4章） 27

3
疾患の理解(第5章）内因性(非外傷性）の運動器
疾患

28

4 先天性疾患 29

5 骨・関節の炎症性疾患 30

6 骨腫瘍および軟部腫瘍 31

7 代謝性骨疾患 32

8 脊椎の疾患 33

9 外傷性(外因性）の運動器疾患　神経の損傷 34

10  〃 35

11
脳神経系の構造と機能（2章）、神経系の分類と
機能　中枢神経（脳と脊髄）末梢神経系脳・脊髄
の保護構造と循環器

36

12
症状とその病態生理（第3章）　　　　　(豊永)
脳・神経障害とは　おもな症状とその病態生理

37

13 検査・診断と治療・処置（第４章） 38

14 疾患の理解(第5章）脳疾患 39

15 　　〃 40

16 　　 〃 41

17 脊髄疾患 42

18 末梢神経障害 43

19 筋疾患・神経筋接合部疾患 44

20 　　〃 45

21 疾患の理解（第5章）筋疾患・神経筋接合部疾患 46

22 脱髄・変形疾患 47

23 　　　〃 48

24 脳・神経系の感染症 49

25 　　　〃 50

担当教員
福田　剛一(運動器)
豊永　晋一(脳神経)

　　〃

授業の目的
・テーマ

人間の運動に関した疾患の成り立ちと回復の促進について理解する。
脳神経系に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解する。

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等

授業の
到達目標

上記参照

授
業
の
計
画

中毒　てんかん

認知症

内科疾患に伴う神経疾患

試験

履修上の
注意事項

授業の方法 講義

テキスト/参考文献
成人看護学〔７〕脳・神経、　〔10〕運動器　（医学書院）／ 臨床神経内科学（南山堂）脳神経外科学
（南江堂）

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方



地域の学習Ⅰ

看護学科

2 ＜保健所実習目標＞

4 １.　地域における健康管理システムを理解する。

6 　１）　保健所の機能を知る。

8 　２）　保健所の事業を知る。

10 ２.　地域における保健所の意義・役割を理解する。

12 　１）　保健所の意義・役割を知る。

14 ３.　地域保健活動の実際を理解する。

16 　１）　地域における健康問題を知る。

18 　２）　地域における健康管理の実際を知る。

20 ＜通所施設実習目標＞

22 １．通所施設の意義を知る。

24 　1)　通所施設の意義について述べることができる。

26 ２．利用者を理解し、利用者への援助を説明できる。

28 　１）利用者の状況を述べることができる。

30 　２）利用者に適した日常生活援助を述べることができる。

32 　３）安全に配慮した送迎方法について述べることができる。

34 ３．利用者の家族、他職種との連携の実際を知り、看護の役割を理解する。

36 　１)　家族との連携方法について述べることができる。

38 　２)　他職種との連携の実際を述べることができる。

40 　３)　施設における看護師の役割について述べることができる。

臨地実習

提出物、実習内容、出席等を総合的に評価する。

医療現場での看護業務

準備・課題などを計画的に進めていくこと。
履修上の
注意事項

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、基礎看護学実習（看護過程の基礎）に関する
基本的知識を実践の場を通して指導を行う。

テキスト/参考文献

授業の方法

授業の目的
・テーマ

地域で生活している人々の暮らしを知り、地域の生活環境が暮らしに与える影響を理解
する。

授業の
到達目標

下記に記載

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／４０時間

開講学科等 担当教員 下村　美佳子　　他　



老年看護方法論Ⅰ

看護学科

1
高齢者の生理的特徴（老年看護病態・疾患論1

章）　　　　　　　　　　　　　　　(谷脇）
26

2 　〃 27

3 　〃 28

4 老年症候群（老年看護病態・疾患論２章） 29

5 　〃 30

6 　〃 31

7 32

8 33

9 　〃 34

10 高齢者の疾患の特徴（老年看護病態・疾患論4章） 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 高齢者と薬（老年看護病態・疾患論５章） 38

14 高齢者のリハビリテーション
（老年看護病態・疾患論６章）

39

15
健康逸脱からの回復を促す看護
（老年看護学第６章）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉
川）

40

16 　褥瘡 41

17 　脳卒中 42

18 　〃 43

19 　パーキンソン 44

20 　インフルエンザ 45

21 　肺炎 46

22 　骨粗鬆症 47

23 　脊椎圧迫骨折 48

24 　大腿骨頸部骨折 49

25 　うつ 50

○

履修上の
注意事項

可能な限り自主的に身近な高齢者の方との関わりを持ち、問題意識を持って授業に臨むこと。プレゼンテー
ションの日程と内容は変更もあり。教科書及び参考文献を活用する。指示された課題の提出日を守る。学生間
で積極的に意見交換を行うこと。

高齢者の健康状態の把握と総合機能評価
（老年看護病態・疾患論３章）

　せん妄

評価の方法
や基準

出席状況、学習態度、筆記試験等を総合して評価する。
演習への参加状況　課題の発表態度

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、老年看護援助に関する基本的知識を講義する

授業の方法 講義・演習・プレゼンテーション

テキスト/参考文献
老年看護学、老年看護 病態・疾患論、生活機能からみた老年看護過程（医学書院）／ﾅｰｼﾝｸﾞ
ｸﾞﾗﾌｨｶ　老年看護学　高齢者の健康と障害など

授業の目的
・テーマ

老年期にある対象の生命・機能の維持及びＱＯＬの視点から看護の必要性を判断し、看護が実
践できるための知識を学ぶ。

授業の
到達目標

老年期にある対象の生命・機能の維持及びＱＯＬの視点から看護の必要性を判断し、看護が実
践できるための知識が理解できる。

授
業
の
計
画

　認知症

認知症をもつ高齢者の看護　　（松高）

　〃

試験

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員
吉川　美穂・谷脇　佐織・

松高　ゆり


